
発 行

北海道ポーランド文化協会

〒060札幌市中央区南2西2

河合楽器製作所北海道支社内

電話 011-231-8661

F∩区  011-221-4936

「
ポ
ト
ラ
ン
ド

ｏ
ク
ラ
ク

フ
の
チ
ャ
ル
ト
ル
イ
ス
キ

美
術
館
と
レ
オ
ナ
ル
ド

・
ダ

・
ヴ
ィ
ン
チ
の
作
品
に

つ
い
て
」

［
講
師
］
北
海
学
園
大
学
教
授
　
國
田
　
祐
作
氏

［
日
時
］
平
成
七
年

一
一
月

二
五
日
（
土
）
午
後

二
時
～
四
時

［
場
所
］
北
海
学
園
国
際
会
議
場

“ク

テ
・フ

ン
ピ
Ｆ

裁 書

「
絵

の
運
命

白
テ
ン
を
も

つ
婦
人
像
」

ン
チ
の
作
品
に
つ
い
て
興
味
尽
き
な

い

ポ

ー
レ
二
十
四
号
に
の
せ
た
記
事

に
ま

つ
わ
る
話
を
中
心
に
、
ダ
ヴ

ィ

お
話
が
聞
け
ま
す
。

ホ→じ

ー

国際会議場は図書館 6階です

所在地 豊平区旭町4‐ 1‐40 :

北海学園大学内

(oll)841‐ 1161 (ft)

地下鉄東豊線「学園前駅」下車

ギじ缶仕困夭学

生

T岸街道 焉

地 下鉄

一
出 バロ

北海道ポーラン ド文化協会会誌「 ポー レ」

第 32号   i995,il,9

会場への順路図
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北海道ポーランド文化協会

献立

ビゴス

スペサムカ (ビスヶットを使ったお菓子 )

ライ麦パン
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日時

場所

講師

定員

費用

1995年 12月 2日 (土)午前 10時から午後2時まで
札幌市女性センター料理実習室

中央区大通り西 19丁目、電話 :(代表)621-5177

熊倉ハリーナさん

40名 (先着順)。 男性も歓迎します。も、るってご参加下さい。
1300円: (材料代)

申込み締切 :11月 25日

申込み受付 :小林暁子 (831-8570)

斎田道子 (621-1738)
世話人代表 :斎田道子

ビゴスについて一言 :

ビゴスはポーランド風の “ごった煮"だと思います。街の大衆食堂や屋台 :
(?)のようなところで、他の客と一緒に、立ったままで熱いところをフウ●
フウいいながら食べると、すっかリポーランド人になったような気持ちがし●

1lbititlf:ζ二|:3雪 [ぶ||:1こ 1ふil倉軍:墓1:〔基緯三
な家庭料理なのでしょう。その秘密のレセピーをハリーナさんが伝授して下●

さるということで楽しみにしています。 (Jヽ笠原)           ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

総
会
開
か
れ
る

本

協

会

の

一
九

九

五

年

度

総
会

が
、
去
る
十
月
十

一
日
午
後
六
時
三

十
分
よ
り
す
み
れ
ホ

テ
ル
で
開
か
れ

ま
し
た
。
前
年
度

の
事
業
お
よ
び
予

算

な

ど

を

審

議

（
詳

細

は

別

に
報

生
じ

、
左

の
よ
う

に
新
年
度

の
役
員

な
ど
を
決
定
し
た
あ
と
、
ピ

ァ
ノ
演

奏
な
ど
を
交
え

て
懇
親
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

会
長
副
会
長

顧
間
運
営
委

員

監
査
委
員

事
務
局
長

谷
本

　

一
之

遠
藤
　
道
子

今
村
　
成
和

安
藤
　
　
厚

市
川
　
恒
樹

薄
井
　
豊
美

小
林
　
暁
子

國
田
　
裕
作

斎

田
　
道
子

佐

々
木
保
子

霜

田
千
代
麿

高
岡
　
美
保

中
島
　
　
洋

灰
谷
　
慶
三

長
谷
川
洋
行

長
谷
川
崇
明

本
間
　
富
雄

安

田
　
誠
子

吉
野
　
悦
雄

渡
辺
　
　
卓

富
山
　
信
夫

吉
田
　
　
宏

小
笠
原
正
明
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ポ

文
協

で
は
九

月

二
十

日
、

十

月

一
日

の

一
泊

二
日

で
池

田

町

へ
修

学
旅

行
を

し
ま

し

た
。

以

下

は
、
参

加

し
た

方

二
名

の

旅
行
記

で
す
。

三
十

日
の

「
ま

き
ば

の
家

」

で

の
交

流

会

に
は
、
地

元

の
方

も

私
は
主
人

の
転
勤

に
と
も
な

い

北
海
道

で
生
活
を
す
る
よ
う

に
な

り
三
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

こ
れ

ま

で
幾
度
と
な
く
道
東
旅
行
を
し

た
い
と
思

っ
て
い
た
も

の
の
、
実

現

し
な

い
ま

ま

時

が

流

れ

ま

し

た
。今

回

（
九
月

二
十

日
～
十

月

一

日
）
北
海
道
ポ

ー
ラ

ン
ド

文

化
協

会

の
計
画

で
池

田
町
を

訪

れ

る

こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

石
勝
線

。
根

室
本

線
特

急

「
お

お

ぞ
ら
」

で
三
時
間
十

分

の
列
車

参
加

し

て
下

さ
り
ヽ
ポ

ー

ラ

ン

ド

旅

行

の
話

な

ど

に
花

が
咲

き

ま

し

た
。

そ
し

て
、

そ

の
場

で

北

海
道
ポ

ー

ラ

ン
ド

文

化
協

会

の
会

長

に
な

っ
て
下

さ

る
と

い

う

う
れ

し

い

こ
と

が
あ

っ
た

こ

と
も
ご
報
告
し
ま
す
。

完
成
し
た
こ
の
ホ
ー
ル
は
多
目
的

ホ
ー
ル
で
六
百
人
が
収
容
で
き
る

と

い
わ
れ
、
三
百
六
十
席
の
電
動

可
動
式
階
段
席
が
あ
る
の
が
特
徴

で
、
ピ

ア
ノ
は
ベ
ー
ゼ
ン
ド
ル

フ

ァ
ー
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
で
あ
り
、

こ

の
他
に
チ

ェ
ン
バ

ロ
ま
で
備
え
て

い
る
と

い
う
大
変
立
派
な
ホ
ー
ル

で
し
た
。
ホ
ー
ル
内

に
は
会
議
室

。
三
十
畳

の
和
室

・
研
修
室
が
あ

り
ま
す
。
も

っ
と
も
う
ら
や
ま
し

く
思
い
ま
し
た
こ
と
は
、
札
幌

で

は
ポ

ー
ラ
ン
ド
料
理
講
習
会
を
計

画
し
た
場
合
で
も
、
調
理
室

で
頭

を
悩
ま
さ
れ
、
そ
の
設
備

の
あ
る

会
場
が
ふ
さ
が

っ
て
い
る
と
計
画

も
進
め
ら
れ
ま
せ
ん
の
に
、

こ
の

ホ

ー
ル

の
中

に
大

き
な
調

理

室

（
八
十

一
平
方
メ
ー
ト
ル
）
が
あ

り
、
鏡
が
も
う
け
ら
れ
て
い
て
、

後
ろ
の
席

の
人

に
も
料
理
の
先
生

の
手
元
が
写
し
出
さ
れ
る
よ
う

に

な

っ
て
い
ま
し
た
。
池
田
町
の
人

口
は

一
万
人
に
も
な
ら
な
い
こ
と

を
き
き
、
の
ど
か
な
十
勝
平
野
の

中

に
、

こ
ん
な

に
恵
ま
れ
た
文
化

施
設
の
あ
る
こ
と
に
驚
き
に
似
た

感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

十
勝
は
道
内
屈
指
の
穀
倉
地
帯
と

し
て
有
名
で
あ
る
と
旅
の
本
で
読
み

影
彪
彪
彪
彰

の
中

か
ら

一
行
十

名

の

「
修
学
旅

行
」

が
は
じ
ま
り
ま

し

た
。
北
海

道
ポ

ー
ラ

ン
ド

文

化
協
会
会

員

で

池

田
町
在
住

の
藤
平
隆

氏
が
現
地

で
の
受

け

入
れ

の
準

備

を
す

べ
て

し

て
下

さ
り
（

池

田
駅

で
氏

の
お

出
迎
え
を
受
け

て

一
行

の
行
動
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

藤
平

氏
は
池

田
町
教
育

課
長

で

田
園

ホ

ー
ル
館

長
を

な

さ

っ
て
い

ま
す
。
　
一
行

は
ま
ず
最
初

に
田
園

ホ

ー
ル
を
見
学

し
ま

し
た
。
文
化

活
動

の
施

設
と

し

て
平
成

二
年

に

ま
し
た
。
車
窓
か
ら
な
が
め
る
景
色

は
他

で
見
ら
れ
な

い
素
晴
ら
し
い
も

の
と
し

て
私

の
目

に
焼
き

つ
き
ま
し

た
。池

田
町

は
歩

道

ま

で

ワ
イ

ン
カ

ラ
ー
で
色
ど
ら
れ
、
タ
ク
シ
ー
ま

で

も

「
ワ
イ

ン

・
タ
ク

シ
ー
」

で
、
町

を
あ
げ

て
ヮ
イ

ン
の
普

及

に
力
を
入

れ

て

い
る

こ
と

が

感

じ
ら

れ

ま

し

た
。ヨ

ー

ロ
ッ
パ
の
城
塞
を
か
た
ど

っ

た
ワ
イ
ン
城
は
同
町
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
り
、
こ
の
城
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
中

ワイ ン城 で



世

の
古
城

に
似

て
い
る
と

こ
ろ
か
ら

「
ワ
イ

ン
城
」

の
愛
称

で
呼
ば
れ
親

し
ま
れ

て
い
る
話
を
き

い
た
後
、　
一

行
は

ワ
イ
ン
の
製
造
過
程
を
見
学
、

地
下

の
貯
蔵
庫
ま

で
特
別

に
み
せ

て

い
た
だ
き
、
三
階

に
上

っ
て
売
店

で

早
速

「
セ
イ
オ

ロ
サ
ム
」
（
凋
寒
）
を

飲
ん
で
み
た
が
、
お

い
し
か

っ
た
。

モ
リ
オ

・
マ
ス
カ

ッ
ト
種
を
主
原
料

と
し

て
数
種
類

の
ブ
ド
ウ
か
ら

つ
く

ら
れ
、
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
辛

回
の

ワ
イ

ン
を
池

田
町
に
来

る
こ
と
が

で

き

た

感

激

と

と

も

に
味

わ

い
ま

し

た
。池

田
の
歴
史

に
よ
る
と
、
明
治
三

十
九
年

に
凋
寒
村
と
な
り
、
大
正
十

五
年
池
田
町
と
改
称
さ
れ
た
と
記
さ

れ
ブ
ド
ウ
栽
培
を
始
め
た
め

は
昭
和

三
十
六
年
頃
と

の
こ
と
。
十
月
第

一

日
曜
日
は
秋

の
ヮ
イ

ン
祭
り
と
し

て

町
の
主
た
る
行
事

の

一
つ
と
な

っ
て

い
る
。

こ
の
ヮ
イ

ン
祭
り

に
前
夜
祭
か
ら

参
加

で
き
た
幸
せ
を
忘
れ
る
こ
と
が

で
き
な

い
。

まきばの家「 ポニー」

影

彰

厖

彪

彰

「
池
田
町
は
と
て
も
い
い
所
で
す

よ

。

是

非

遊

び

に

い
ら

っ
し

や

い
。
」

「
わ
あ
―
行
き
た

い

で
す

ね
。
」
そ
れ
が
昨
年
ボ
ー
ラ
ン
ド
旅

行
か
ら
帰
国
し
て
、
池
田
町
か
ら
参

加
さ
れ
た
藤
平
さ
ん
と
の
別
れ
ぎ
わ

の
会
話
で
し
た
が
、　
一
年
後
の
九
月

二
十
日

一
行
十
人
で
池
田
町
を
訪
間

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
出
迎
え

て
下
さ

っ
た
藤
平
さ
ん
の
案
内
で
、

先
ず
田
園
ホ
ー
ル
を
見
学
。
ブ
ド
ウ

を
か
た
ど

っ
た
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
が

「
さ
す
が
池
田
町
」
と
印
象
深
か

っ

た

で
す
。
次

に
Ｊ
Ｒ
か
ら
も
見
え

た
、
古
城
を
思
わ
せ
る
ヮ
イ
ン
城
を

見
学
。
普
通
の
観
光
客
は
入
れ
な
い

よ
う
な
ヮ
イ
ン
の
貯
蔵
庫
な
ど
も
見

学
さ
せ
て
も
ら
え
ま
し
た
。
そ
し
て

そ
の
後
、
宿
泊
先
で
あ
る

『
牧
場
の

家
』
と
い
う

ロ
ッ
ジ

ヘ
。
こ
の
ロ
ッ

ジ
が
、
食
器
あ
り
、

ハ
ロ
ゲ
ン
ヒ
ー

タ
ー
の
キ

ッ
チ
ン
と
お
鍋
あ
り
、
更

に
き
れ
い
な
お
風
呂
ま
で
あ
り
、
と

い
う
素
晴
し
い
所
で
し
た
。
こ
の
日

の
晩
は
ワ
イ
ン
祭
の
前
夜
祭
に
参
加

し
、

ロ
ッ
ジ
に
戻

っ
て
交
流
会
を
し

ま
し
た
。
翌
日
は
池
田
町
の
目
玉
行

事
で
も
あ
る
ワ
イ
ン
祭

へ
。
た
い

へ

ん
な
人

の
数
で
し
た
が
、
名
物
の
牛

の
丸
焼
き
や
ワ
イ
ン
を
お
腹
い

っ
ぱ

い
飲
ん
だ
り
食

べ
た
り
、
お
い
し
い

空
気
を
胸

一
杯
吸
い
ま
し
た
。

こ
の
旅
行
で
は
藤
平
さ
ん
に
大
変

お
世
話
に
な
り
、
感
謝
感
激
で
す
。

秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
素
晴
し
い
池
田

町
を
、
名
残
り
惜
し
い
気
持
ち
で
後
．

に
し
ま
し
た
。

「
ポ

‐
―

レ

」
編
集
委
員
会

小
笠
原
正
明

・
斎
田
道
子

佐

々
木
保
子

。
安
田
誠
子

〔
連
絡
先

〕
露
Ｔ

〓
〓

（
斎
田

）
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